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第
三
十
九
話

　
 

「
昔
の
学
校
を
思
う
～
姉
去
土
人
学
校
と
旧
節
婦
小
学
校
」

（
要
約
文
）

○
姉
去
土
人
学
校
に
つ
い
て

　

昔
か
ら
新
冠
に
は
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
の
人
達
が

住
ん
で
お
り
、
コ
タ
ン
（
集
落
）
を
形
成
し
て
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
明
治
五
年
に
新
冠
を
含
む
広
い
範
囲
を
、

軍
馬
や
御
料
馬
を
育
成
す
る
「
御
料
牧
場
」
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
た
め
、
牧
場
の
範
囲

内
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
の
人
達
は
た
び
た
び
、

コ
タ
ン
を
移
住
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
、
滑
若
（
ナ
メ
ワ
ッ
カ
：
現
泉
）
に

古
川
ア
シ
ン
ノ
カ
ル
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
が
い
ま

し
た
。
明
治
二
十
九
年
、
古
川
は
ア
イ
ヌ
子
弟
の

よ
り
良
い
教
育
を
目
指
し
、
私
費
を
投
じ
て
姉
去

（
ア
ネ
サ
ル
：
現
大
富
）
に
教
育
所
を
設
立
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
教
師
が
退
職
し
た
こ

と
に
よ
り
休
校
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
は
旧
土
人
保
護
法
に
基
づ
く

学
校
を
北
海
道
各
地
に
設
立
し
ま
し
た
。
新
冠
で

は
、
姉
去
と
元
神
部
（
モ
ト
カ
ン
ベ
：
現
東
川
）

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
姉
去
の
方

は
、
休
校
し
た
古
川
教
育
所
の
献
納
を
受
け
、
明

治
三
十
六
年
に
姉
去
土
人
学
校
と
し
て
再
び
開
校

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
五
年
に
御
料
牧
場
経

営
に
伴
う
姉
去
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
の
強
制
移
住
に
よ

り
、
住
民
と
学
校
は
平
取
村
上
貫
気
別
へ
移
転
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
姉

去
に
学
校
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は

平
取
町
の
貫
気
別
小
学
校
へ
受
け
継
が
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

○
節
婦
小
学
校
に
つ
い
て

　

大
正
時
代
、
節
婦
町
は
漁
業
地
と
し
て
栄
え
は

じ
め
、
次
第
に
人
口
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

節
婦
に
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
地
元
有
志
の
尽
力

に
よ
り
、
大
正
十
五
年
に
日
新
尋
常
小
学
校
（
現

新
冠
小
学
校
）
附
属
節
婦
特
別
教
授
場
と
し
て
認

可
さ
れ
開
校
に
至
り
ま
し
た
。
学
校
が
あ
っ
た
場

所
は
、
当
時
の
住
所
で
新
冠
村
大
字
高
江
村
字
ポ

ン
セ
ッ
プ
二
九
四
番
地
と
な
り
、
海
岸
付
近
に
学

校
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
八
年
に
節
婦

尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立
、
昭
和
十
三
年
に
節
婦

町
内
の
高
台
へ
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
節
婦
小
学

校
も
平
成
二
十
年
に
新
冠
小
学
校
へ
統
廃
合
さ
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
最
初
の
学
校
が
あ
っ
た
地

点
は
、
近
年
の
海
岸
浸
食
に
よ
り
、
今
と
な
っ
て

は
す
で
に
海
の
底
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
３
年
10
月
号
（
通
巻
660
号
）

人の

うごき

人　口 5,280人 （前月比 ±	 ０人）

　男 2,585人 （前月比	 ＋	 ３人）

　女 2,695人 （前月比	 －	 3 人）

世 帯 2,764世帯 （前月比 ＋	 １世帯）
（９月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 34件 （ 28件）

239件 （197件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

２人（０人）

７人（１人）

死　者

０人（０人）

１人（０人）

火災件数

０件（０件）

４件（１件）

発生件数

１件（０件）

７件（１件）

区　分

９月

３年１～９月

区　分

９月

３年１～９月

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　字大富の三叉路付近には、
姉去土人学校のことを刻む石
碑を建立しています。

 ～夕暮れ時の交通事故防止～
　●　ドライバーは早めのライト点灯を
　●　歩行者は反射材の着用、明るい服装を
　●　道路の横断は信号機・横断歩道を利用しましょう
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静内警察署

８月 21 日～９月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

竹原　且斗 ♡ 原口　彩加 節婦町

●お誕生おめでとうございます

伊藤　ひなた （詢起 絢香 ) 東　町

清 水 　 楓
ふ う た

太 （佑一 未奈美) 万　世

笠 寺 　 結
ゆ い と

愛 （ 誠  真 歩 ) 北星町

●おくやみ申し上げます

船木　リヱ 　８７歳 中央町

反保　秋雄 　９２歳 節婦町

宮本　千榮子 　８１歳 東　町

前野　キヌ子 　７５歳 東　町

遠藤　　晁 　８２歳 大　富

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　		☎ 0146・47・2112


